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歩歩いていて  癒癒されてされて  健康健康にに

  令和８年度村の事業として新たに予定  令和８年度村の事業として新たに予定

している「クアオルト健康ウォーキンしている「クアオルト健康ウォーキン

グ」。開催予定地である明戸地区で、クグ」。開催予定地である明戸地区で、ク

アオルトコースの調査が進んでいます。アオルトコースの調査が進んでいます。

コースの完成は 10 月上旬の予定です。コースの完成は 10 月上旬の予定です。

６ 月定例会月定例会

議会だより



22026・8・12　議会だより たのはた

    第３回定例会は、6 月 16 日から 6 月 18 日までの予定を 1 日繰り上げ、
6 月 17 日までの会期で開かれました。
    村長から提案された報告２件、承認３件、議案７件を可決しました。   
   また、特別委員会の閉会中の継続審議 2 件、次期定例会までの議員派
遣についても可決。一般質問は 4 名が登壇し、村政運営と産業振興、教
育行政について村の考えに質問しました（6 ～ 7㌻に掲載）。

条例や補正予算など全議案を可決

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
…
４
７
０
０

　

万
４
千
円

・
田
野
畑
む
ら
づ
く
り
基
金
積
立
金
…

　

３
１
０
万
４
千
円

・
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
…
２

　

９
３
万
２
千
円

●
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い

　
て（
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

　
２
号
））

　

８
４
９
万
９
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
40
億
１
５
５
６
万
２
千
円
と
す
る
も

の
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

・
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
費
…
８
４
９

　

万
９
千
円

●
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

   

こ
と

・
取
得
財
産
…
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
、

　

１
台

・
取
得
額
…
１
４
８
１
万
５
千
円

・
契
約
の
相
手
方
…
㈱
ト
ヨ
タ
エ
ン
タ

　

プ
ラ
イ
ズ
代
表
取
締
役　

牧
野
武

●
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

　
こ
と

・
取
得
財
産
…
災
害
対
応
車
両
（
ト
イ

　

レ
等
多
目
的
車
両
）、
１
台

・
取
得
額
…
１
６
５
５
万
５
千
円

・
契
約
の
相
手
方
…
互
光
商
事
㈱
代
表

　

取
締
役　

玉
川
康
介

報
告
（
繰
越
予
算
）

●
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

　
こ
と

・
取
得
財
産
…
水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
、

　

１
台

・
取
得
額
…
９
４
２
万
３
７
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方
…
北
良
㈱
代
表
取
締

　

役　

笠
井
健

●
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

　
号
）

　

９
５
７
３
万
２
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
41
億
１
１
２
９
万
４
千
円
と
す
る

も
の
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

・
森
林
体
験
施
設
整
備
工
事
…
２
５
０

　

０
万
円

・
ク
ア
オ
ル
ト
推
進
事
業
…
８
３
６
万

　

５
千
円

・
乳
製
品
加
工
施
設
増
築
工
事
…
５
１

　

０
万
６
千
円

・
平
井
賀
漁
港
施
設
機
能
強
化
工
事
発

　

注
支
援
業
務
委
託
料
…
４
９
３
万
９

　

千
円

●
８
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

　
正
予
算
（
第
１
号
）

【
事
業
勘
定
】
３
７
９
万
２
千
円
を
減

額
し
、
総
額
を
５
億
９
１
１
９
万
円
と

す
る
も
の
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

・
職
員
人
件
費
…
△
３
７
９
万
２
千
円

【
直
診
勘
定
】
２
９
２
万
１
千
円
を
増

　

●
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

　
つ
い
て
（
７
年
度
一
般
会
計
予
算
）

　

７
年
度
に
計
上
し
た
予
算
で
、
地
域

商
品
券
発
行
事
業
ほ
か
15
事
業
の
繰
越

総
額
３
億
１
３
３
３
万
４
千
円
を
８
年

度
に
繰
り
越
す
も
の
。

●
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て
（
７

　
年
度
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算
）

　

７
年
度
に
計
上
し
た
予
算
で
、
机
地

区
水
道
施
設
改
良
整
備
工
事
の
繰
越
総

額
３
４
２
６
万
５
千
円
を
８
年
度
に
繰

り
越
す
も
の
。

●
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い

　
て
（
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
等
が
令
和
８
年
３
月
31
日
に
公
布
さ

れ
、
同
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

し
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る

も
の
。

●
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い

　
て（
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

　
12
号
））

　

５
３
０
４
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を

44
億
７
７
１
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　
専
決
処
分
（
条
例
・
補
正
予
算
）

補
正
予
算  

６　月６　月
定例会定例会

財
産
の
取
得  
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額
し
、
１
億
４
８
３
７
万
３
千
円
と
す
る
も

の
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

・
職
員
人
件
費
等
…
２
９
２
万
１
千
円

●�

８
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
保
険
事
業
勘
定
】
１
４
８
万
５
千
円
を
増

額
し
、
総
額
を
５
億
３
５
３
１
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

・�

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
等
…
74
万

８
千
円

・
職
員
人
件
費
等
…
73
万
7
千
円

●�

８
年
度
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

簡
易
水
道
等
施
設
整
備
事
業
を
２
３
７
１

万
２
千
円
減
額
し
、
１
８
０
８
万
８
千
円
と

す
る
も
の
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
を
２
３
８
０
万
５
千

円
減
額
し
、
１
億
28
万
９
千
円
、
資
本
的
支

出
を
２
１
５
４
万
５
千
円
減
額
し
、
１
億
７

６
０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

　

令
和
７
年
12
月
定
例
会
で
産
業
建
設
常
任

委
員
会
に
付
託
し
た
「
浜
岩
泉
飲
雑
用
水
道

管
理
運
営
を
田
野
畑
村
へ
移
行
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
陳
情
」
は
、
同
委
員
会
で
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
、
令
和
８
年
６
月
定
例

会
で
可
決
。

　

同
日
、
村
議
会
か
ら
村
へ
適
切
な
対
応
を

講
じ
る
よ
う
通
知
し
ま
し
た
。

６月定例会で決まったこと
議案番号 議　　案　　名　　等 審議結果

報告第１号
 繰越明許費繰越計算書の報告について
 （令和７年度田野畑村一般会計予算）

可　決

報告第２号  繰越計算書の報告について（令和７年度田野畑村簡易水道事業） 可　決

承認第１号
 専決処分した事件の承認について

 （田野畑村村税条例等の一部を改正する条例）
可　決

承認第２号
 専決処分した事件の承認について

 （令和７年度田野畑村一般会計補正予算（第 12 号））
可　決

承認第３号
 専決処分した事件の承認について

 （令和８年度田野畑村一般会計補正予算（第２号））
可　決

議案第１号  財産の取得に関し議決を求めることについて 可　決

議案第２号  財産の取得に関し議決を求めることについて 可　決

議案第３号  財産の取得に関し議決を求めることについて 可　決

議案第４号  令和８年度田野畑村一般会計補正予算（第３号） 可　決

議案第５号  令和８年度田野畑村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第６号  令和８年度田野畑村介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第７号  令和８年度田野畑村簡易水道会計補正予算（第１号） 可　決

陳情第 1 号
 浜岩泉飲雑用水道管理運営を田野畑村へ移行することについて

 の陳情
可　決

陳
情
の
結
果  
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ク
ア
オ
ル
ト
と
は
、
ド
イ
ツ
語
の
ク
ア

（
K
u
r
）「
治
療
・
療
養
・
保
養
の
た
め
の
滞

在
」
に
、
オ
ル
ト
（
O
r
t
）「
場
所
・
地
域
」

と
い
う
単
語
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、「
療

養
地
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
ク
ア
オ
ル
ト
で
の
運
動
療
法

に
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
て
、
多
く
の
国

民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
ク
ア
オ
ル
ト
で
の
運
動
療
法
「
気

候
性
地
形
療
法
」
を
基
本
に
、
日
本
の
気
候
や

文
化
、
国
民
性
に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
一

つ
が「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」で
す
。

専
門
ガ
イ
ド
に
よ
る
「
頑
張
ら
な
く
て
も
、
運

動
効
果
が
期
待
で
き
る
歩
き
方
」
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
楽
し
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繰
り
返
し
参
加
す
る
こ
と
で
、
安
静
時
の
血
圧

の
低
下
や
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
改
善
が
主
な

効
果
と
し
て
実
証
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
先
進
地
で
は
、
滞
在
型
ク
ア
オ

ル
ト
の
受
け
入
れ
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
で

成
功
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
村

の
体
験
型
観
光
や
宿
泊
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
外

か
ら
の
集
客
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

議案 PICK UP

ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
事
業

「明戸の海と森コース」調査の様子

「クアオルト」で
　　　　　　　　　　　　村の魅力と健康を増進

　
　
　
　
　
　

村
は
、
本
村
の
豊
か
な
自
然
を

　
　
　
　
　

生
か
し
た
、
田
野
畑
な
ら
で
は
の

　
　
　
　
　

ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　

事
業
を
進
め
る
た
め
、
現
在
、「
明     

               

戸
の
海
と
森
コ
ー
ス
」
の
開
通
を

目
指
し
て
、
庁
内
の
関
係
課
お
よ
び
観
光
事
業

者
と
連
携
を
図
り
、
岩
手
県
ス
ポ
ッ
ト
派
遣
職

員
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
コ
ー
ス
整
備

や
ガ
イ
ド
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
上
旬

に
は
コ
ー
ス
が
完
成
す
る
予
定
で
、
完
成
後
は

定
期
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
計
画
で
す
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
、
笑
顔
で
歩
く
こ

と
が
で
き
る
「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
産
業
振
興
課
（
☎
34
|

２
１
１
１
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

岩
手
県
内
で
は
、
す
で
に
４

カ
所
の
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
三
陸
沿
岸
で
の
コ
ー

ス
認
定
は
、
本
村
が
初
め
て
と

の
こ
と
。

　

そ
ん
な
海
と
山
の
希
少
価
値

感
を
堪
能
し
つ
つ
、
草
地
か
ら

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
砂
浜
へ
と
歩

み
を
進
め
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば

２
時
間
が
経
過
。
疲
れ
を
感
じ

ず
、
ス
イ
ス
イ
歩
け
ま
し
た
。

撮影者も一緒に歩きました

明戸海岸の震災遺構の前で
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村
内
行
政
視
察 

を
実
施

　

政
務
調
査
会
（
佐
々
木
功
夫
会
長
）
は
、

６
月
29
日
、
令
和
８
年
度
の
村
内
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
嶺
牧
野
の
牛
舎
改
修
工
事
の
説
明
を

受
け
た
ほ
か
、
参
考
視
察
と
し
て
長
嶺
牧

野
の
水
源
地
、
堆
肥
処
理
施
設
、
旧
中
学

校
寄
宿
舎
な
ど
５
カ
所
を
視
察
。

　

工
事
の
完
成
と
各
施
設
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
現
地
を
確
認
し
、
議
論
を
深
め
ま

し
た
。

ここが聞きたい！ 一般質問
　一般質問は 6 月 16 日に行われ、小野協次議員、佐々木伸議員、畠山智議員、上村浩司議員の
4 人 ( 登壇順 ) が、村政運営や教育行政について、村の考えを問いました。（６～７㌻に掲載）

質問者 質 問 項 目

小野　協次
◆高齢者の生活実態調査の進捗状況について伺う。
◆学校に空き教室が出た場合、一般施設を整備することは可能か伺う。
    （その他の質問）自然災害による三セクの営業売上への影響について  ほか６件

佐々木　伸
◆㈱陸中たのはたの具体的な事業運営について伺う。
◆第三セクターの経営強化に向けた取り組みについて伺う。
    （その他の質問）　役場新庁舎の建設について　ほか１件　

畠   山　 智 ◆休耕地の利活用の考えについて伺う。
◆寄贈を受けた家屋敷・山林の維持管理および活用について伺う。

上村　浩司

◆ＳＷＧｓ（人口減少に適応した上での幸福の実現）について伺う。
◆教育現場におけるＡＩの活用状況と利用に関する注意点について伺う。
    （その他の質問）スマートシュリンクに基づく行政機能集約・効率化について
　  ほか１件

長嶺牧野牛舎改修の様子を視察堆肥処理施設の稼働状況を確認

　

中
村
勝
明
議
員
が
、
令
和
８
年
４
月
30

日
付
で
辞
職
し
ま
し
た
。
同
議
員
は
、
議

会
閉
会
中
の
４
月
15
日
、
一
身
上
の
都
合

に
よ
る
辞
職
願
を
議
長
に
提
出
。
地
方
自

治
法
第
１
２
６
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
長

が
願
出
を
許
可
し
、
定
例
会
初
日
の
16
日
、

議
長
が
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

中
村
勝
明
議
員
が
辞
職

補
選
で
新
体
制
が
始
動

　

議
員
の
欠
員
に
伴
う
村
議
会
議
員
補
欠

選
挙
が
６
月
７
日
に
行
わ
れ
、
新
た
に
２

名
の
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

髙橋  奈々美（33 歳）
　　  ( 初当選 )

和山  勝富（67 歳）
　　 ( 初当選 )

・産業建設常任委員
・政務調査会 理事

・産業建設常任委員
・議員なり手不足対策
   特別委員会  副委員長
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【
問
】
観
光
船
事
業
の
目
標
や
経
営
方
針
、
集
客

に
向
け
た
企
画
等
の
内
容
と
期
待
さ
れ
る
効
果
を

伺
う
。

【
村
長
】
本
年
度
は
、
７
０
０
万
円
の
運
航
支
援

事
業
を
実
施
し
、
経
費
上
昇
へ
の
対
処
、
安
全
で

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
、
目
標
客
数
１
万

人
へ
の
回
復
と
経
営
改
善
を
推
し
進
め
る
。

　

具
体
的
に
は
、
宿
泊
と
乗
船
を
組
み
合
わ
せ
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
が
最
も
高
い
集
客
効
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ

の
営
業
活
動
を
強
化
す
る
。
併
せ
て
観
光
Ｐ
Ｒ
事

業
と
連
携
し
た
多
角
的
な
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、

鵜
の
巣
断
崖
ル
ー
ト
の
検
討
、
日
の
出
・
月
見
の

運
航
等
に
新
た
な
価
値
を
提
供
で
き
る
魅
力
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
第
三
セ
ク
タ
ー
の
職
員
研
修
の
あ
り
方
、

外
部
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
関
し
て
伺
う
。

【
村
長
】
陸
中
た
の
は
た
は
、
職
場
の
実
情
に
即

し
た
実
践
的
な
職
場
内
訓
練
を
中
心
と
し
た
育
成

が
主
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
経
営
環
境
の
変

化
や
ス
キ
ル
の
高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
、
外
部

研
修
の
機
会
も
取
り
入
れ
、
人
材
育
成
の
強
化
を

図
る
。
産
業
開
発
公
社
は
、
毎
年
県
の
牛
乳
協
会

主
催
の
研
修
会
に
従
業
員
を
参
加
さ
せ
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
、
職
場
の
実
務
を
通
じ
て
業
務
知
識

や
技
術
を
指
導
す
る
教
育
手
法
だ
が
、
年
月
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
熟
練
従
業
員
の
管
理
、
指
導
の

も
と
技
術
を
習
得
し
て
い
る
。
昨
年
度
採
用
し
た

２
名
の
製
造
従
業
員
は
、
製
造
補
助
の
技
術
を
習

得
の
う
え
、
現
在
は
製
造
ラ
イ
ン
の
一
員
と
し
て

従
事
し
、
売
上
増
に
も
寄
与
す
る
な
ど
、
現
時
点

で
の
実
績
と
成
果
と
し
て
伺
っ
て
い
る
。

観光船事業の目標や経営方針は
村長…村や関係団体と連携し、魅力的な
　　　コンテンツ開発に取り組んでいく

【
問
】
村
の
後
期
基
本
計
画
に
「
１
人
世
帯
・
高

齢
者
世
帯
に
対
し
て
は
、
生
活
実
態
等
を
調
査
し

な
が
ら
日
常
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
や

提
供
を
支
援
す
る
」
と
あ
る
が
、
調
査
の
進
捗
を

伺
う
。

【
村
長
】
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
75

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
う
ち
、
介
護
認
定
を
受

け
て
お
ら
ず
シ
ル
バ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
見
守

り
も
希
望
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
戸
別
訪
問
し
、
生
活
実
態
や

健
康
状
態
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
村
の
健
診
未
受
診
者
で
、
通
院
歴
も
な

い
75
歳
以
上
の
方
に
も
、
健
康
状
態
の
聞
き
取
り

や
健
診
受
診
の
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
複
式
学
級
が
増
え
空
き
教
室
が
で
た
場
合
、

小
中
学
校
に
一
般
施
設
を
整
備
す
る
の
は
可
能
か
。

【
教
育
長
】
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
今
後

５
年
間
以
内
に
普
通
教
室
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
教
室
を
余
裕
教
室
と
言

い
、
文
科
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
活
用
さ
れ
て
い

る
余
裕
教
室
の
う
ち
、
学
校
施
設
と
し
て
の
活
用

状
況
が
ほ
ぼ
全
体
を
占
め
て
い
る
。

　

本
村
で
は
、
令
和
11
年
度
に
小
学
校
で
複
式
に

よ
る
学
級
編
制
が
見
込
ま
れ
る
が
、
一
般
施
設
の

開
放
は
十
分
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

例
と
し
て
、
図
書
館
は
学
校
図
書
館
法
に
お
い

て
一
般
公
衆
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
住
民
の
文
化
施
設
と
位
置
付
け
、
地
域

全
体
の
読
書
活
動
の
核
と
し
、
機
能
の
活
用
を

図
っ
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
の
観
点
も
含
め
、

村
民
の
生
涯
学
習
と
し
て
の
知
の
拠
点
と
な
る
よ

う
今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
て
適
宜
検
討
し
て
い
く
。

高齢者の生活実態調査の進捗状況は
村長…戸別訪問し、生活実態や健康状態の
　　　聞き取り調査を行っているところ

小野  協次  議員

佐々木    伸  議員

ここが聞きたい！一般質問
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【
問
】
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
畑
や
田
ん
ぼ
の
休

耕
地
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
活
用
の
考
え
を
伺

う
。

【
村
長
】
村
内
の
田
の
総
面
積
は
約
55
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
休
耕
し
て
い
る
も
の
は
約
19
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
。
畑
地
化
は
一
定
要
件
を
満
た
す

場
合
、
国
の
交
付
金
や
事
業
の
交
付
対
象
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
支
援
を
継
続
実
施
し
て
い
く
。

　

現
在
休
耕
と
な
っ
て
い
る
田
に
つ
い
て
は
、
畑

地
条
件
の
難
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
活
用
は
難
し
い
課
題
と
の
認
識
だ
が
、
新
規
就

農
希
望
者
や
規
模
拡
大
希
望
者
へ
の
取
り
次
ぎ
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
名
誉
村
民
で
あ
る
故
工
藤
裕
弘
先
生
の
生

前
の
意
思
で
、
萩
牛
の
家
屋
敷
と
山
林
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
し
、

活
用
す
る
考
え
な
の
か
伺
う
。

【
村
長
】
村
の
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う

先
生
の
遺
志
に
沿
う
か
た
ち
で
活
用
を
図
っ
て
い

く
。
活
用
の
方
向
性
は
、
基
本
的
に
は
登
記
地
目

の
と
お
り
の
活
用
を
考
え
て
お
り
、
建
物
に
つ
い

て
は
、
来
賓
歓
迎
施
設
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
宿
泊
施
設
、
観
光
交
流
施
設
、
企
業
等
の
保

養
施
設
、
学
術
機
関
等
の
滞
在
施
設
等
と
し
て
活

用
す
る
方
針
で
あ
り
、
建
物
の
改
修
に
係
る
設
計

費
の
ほ
か
、
維
持
管
理
費
、
周
辺
の
環
境
整
備
費

な
ど
に
つ
い
て
、関
連
予
算
案
を
上
程
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
林
に
つ
い
て
は
村
有
林
と
し
て
、
育

林
、
伐
採
等
に
よ
る
森
林
経
営
を
図
っ
て
い
く
。

畑や田んぼの休耕地の活用の考えは
村長…新規就農希望者や規模拡大希望者
　　　への取り次ぎを進めていく

【
問
】
村
の
様
々
な
施
策
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
、

Ｓ
Ｗ
Ｇ
ｓ
も
選
択
肢
に
含
め
る
必
要
が
出
て
き
て

い
る
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
村
長
】
人
口
減
少
と
少
子
化
に
伴
う
持
続
可
能

な
社
会
の
不
確
実
性
は
、
大
き
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
の
危
機
感
か
ら
東
京
大
学
と
の
連
携

事
業
の
中
で
、
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
り
つ
つ
、

拠
点
地
域
へ
生
活
機
能
を
集
約
し
て
い
く
「
ス

マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
」
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
「
村
民
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社

会
」
を
目
指
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
の
枠
組
み
を
超
え
、
一
人
ひ
と
り
の
幸

福
感
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
て
い
く
視
点

が
重
要
と
受
け
止
め
て
い
る
。

【
問
】
学
校
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
状
況
と
利
用

に
関
す
る
注
意
点
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】
生
成
Ａ
Ｉ
と
社
会
と
の
関
わ
り
は
、

様
々
な
リ
ス
ク
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、

そ
の
対
策
も
進
展
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

小
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
中
学
校

で
は
英
語
科
の
授
業
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後

他
の
教
科
や
学
習
活
動
で
利
活
用
が
進
ん
で
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
校
務
に
つ
い
て
も
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
研
修
等
も
行
わ
れ
て
お
り
、

今
後
益
々
利
用
機
会
が
広
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
の
主
体
的
な
活
用
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

文
科
省
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
、

基
本
的
な
考
え
方
、
場
面
や
主
体
に
応
じ
た
ポ
イ

ン
ト
等
、
現
場
に
お
け
る
導
入
と
利
活
用
を
情
報

共
有
し
、
適
切
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

SWGs ～人口減少に適応した上での幸福の実現～とは
村長…村民一人ひとりが心豊かに暮らせる社会を目指す

畠  山　智  議員

上村  浩司  議員

ここが聞きたい！一般質問
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大
おおもり

森 　成
なる こ

子さん

◆
議
会
の
傍
聴
は
初
め
て
で
す
か

　

盛
岡
の
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
田
野
畑

は
初
め
て
で
す
。

◆
傍
聴
し
よ
う
と
思
っ
た
一
番
の
理
由
は

　

以
前
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
の
仕
方
や
受
け
答

え
な
ど
、
現
場
で
生
の
声
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

◆
実
際
に
傍
聴
し
て
み
た
感
想
は

　

同
じ
質
問
や
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
事
前
に
ま
と
め
て
い
る
と
思
う
の
で
、
重
複
し
な
い

内
容
に
な
れ
ば
、
も
っ
と
有
意
義
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◆
ま
た
傍
聴
し
た
い
と
思
い
ま
す
か

　

は
い
。
ま
た
ぜ
ひ
傍
聴
し
た
い
で
す
。

◆�

「
こ
う
い
う
こ
と
を
質
問
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
が

あ
れ
ば

　

子
ど
も
た
ち
と
か
子
育
て
世
代
な
ど
、
村
の
若
い
人
た
ち

の
将
来
を
考
え
た
質
問
や
政
策
が
も
っ
と
あ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

◆
村
や
議
会
、
議
員
に
期
待
し
た
い
こ
と

　

立
候
補
し
た
時
に
掲
げ
た
公
約
や
初
心
を
忘
れ
ず
、
可
能

な
範
囲
や
予
算
内
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
実
行
す
る
前
か
ら

諦
め
な
い
で
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　

来
年
は
議
員
改
選
の
年

で
す
の
で
、
立
候
補
者
全

員
で
村
民
に
向
け
た
立
会

演
説
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

ご
自
身
の
声
で
、
ご
自
身

の
お
考
え
を
訴
え
か
け
る

よ
う
な
選
挙
活
動
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
夏
の
暑
さ
は
、
田
野
畑
も
例

外
で
は
な
く
、
昔
は
贅
沢
品
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
エ
ア
コ
ン
も
、
現
在
で
は

必
需
品
で
す
。

　

お
盆
を
過
ぎ
れ
ば
落
ち
着
い
て
い
た

暑
さ
も
、「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

の
言
葉
ど
お
り
、
な
か
な
か
終
わ
ら
な

い
夏
を
感
じ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
村
で
始
め
た
エ
ア
コ
ン

設
置
の
助
成
制
度
を
活
用
し
、
健
康
維

持
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
暑
い
」
と
い
う

言
葉
で
す
が
、私
が
子
ど
も
の
頃
は「
ぬ

ぐ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
熱
中
症
は
「
は
ぐ
ら
」、

髪
を「
け
ず
る
」、戸
は「
た
て
る
」等
々
、

無
数
に
あ
る
方
言
で
す
が
、
時
代
の
流

れ
と
共
に
使
わ
れ
な
く
な
り
、
次
の
世

代
に
受
け
継
が
れ
な
い
昨
今
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
郷
土
芸
能
の
よ
う

に
、
味
わ
い
深
い
方
言
の
良
さ
を
未
来

へ
繋
い
で
い
け
れ
ば
…
。

　

物
思
う
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
　

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

委
員　

畠
山　

智

みんなのスマイル      「議会傍聴しました」

議会を傍聴しませんか

    次回の定例会は、
  　  ９月中旬

   の予定です
途中の入退室は自由です
お気軽にお越しください 旧福祉センター２階　村議会議場

傍聴席は村民の特等席です

（島　越）


